Unnan daigaku toshokan shozō gaikoku kokuhonsho ni tsuite by 沈  継延
雲南大学図書館所蔵外国刻本書について
著者 沈  継延
雑誌名 中国に伝存の日本関係典籍と文化財
巻 17
ページ 235-245
発行年 2002-03-29
その他のタイトル Unnan daigaku toshokan shozo gaikoku
kokuhonsho ni tsuite
URL http://doi.org/10.15055/00003003
雲南大学図書館所蔵外国刻本書について
沈 継 延
雲南大学図書館
中国雲南省の首都 年中春のような昆明市翠湖公園の畔にある雲南大学は、1922年12月
8日 成立して以来、既に80年 近い歴史を誇る総合大学である。
大学は当時雲南省の都督唐継尭によって創立され、「東陸大学」 と名付けられた。1923年4
月20日 に正式に開学したため、この日が創立記念日に定められた。
1930年 、東陸大学は私立から省立に改められ、1934年 省立雲南大学 となり、1938年 に国立
雲南大学に改められた。
雲南大学図書館は雲南大学の成立に伴ってでき、現在の蔵書量は120万 冊余 りになる。
中国伝統の彫版印刷法で印刷 した線装古籍は16万 冊余 りあ り、経、史、子、集によって分
類され、中に 『全国善本書目録』に収録 されたのは256種 、4000冊 余 りあ り、 また数
多 くの和刻本、高麗本と安南本を所蔵 している。
雲南図書館の創立初期に所蔵する線装古籍図書は、2万 冊余 りしかなく、しかも部類が完
全ではな く、善本書は更に少なかった。北京、上海、杭州などの古籍書店で年々購入 し、 ま
た省内の個人蔵書家に買い求めた結果、館蔵の線装書籍は大量に増えた。特に1954年 全国大
学調整の時、当時の貴州大学がなくな り、その蔵書は四川大学 と雲南大学に与えられた。雲
南大学図書館 に与えられた線装古籍は5万 冊余 りに達 し、館蔵線装書籍は増え、宋、元の刻
本もあ り、部類は自ら体系になってお り、また数多 くの外国の刻本は館蔵書籍の大 きな特徴
となっている。
歴史上、中国の彫版印刷技術 を使い、漢字で中国の典籍や自国の著述 を印刷 した国は、主
に朝鮮、 日本 とベ トナムが挙げられる。従って、古籍版本学に 「高麗本」、「和刻本」、「安南
本」などの外国刻本が現れ、アジア古代 「漢字文化圏」を形成 した。 これら外 国刻本の出現
は、各 国の文化発展史に新 しい内容を加 え、中国とこれらの国の文化交流 を促進 し、漢文化
と東アジア及び東北アジア各民族の相互理解 を深めた。これらの典籍は一つの側面か ら中国
古代文化が世界における歴史的意義 を語 ったと同時に、中国文化発展の中の若干の事実は、
またこれ らの文化典籍によって後世に伝えることがで きた。古籍版本学から見ても、中外文
化交流史の角度か ら見ても、無視できない地位 と作用を持っていることは言うまでもない。
歴史の変遷、政権交代その他の原因によって、外国刻本が中国に保存される数量は限られ
ている。和刻本の漢籍を例にして言えば、全国の収蔵はたった3000種 余 りである(')。雲
南大学図書館 は外国刻本200余 種所蔵 し、その中に高麗本112種 、和刻本113種 、安
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南本2種 所蔵している。次に、中国の印本書 との異同を目的に雲南大学図書館の館蔵につい
て分析、検討し、これを通じて、中外文化の若干の軌跡を垣間見ることを期する。
、 高麗本
朝鮮は中国の印刷術 を最 も早 く輸入 した国である。紀元前二、三世紀に、両国の文化交流
は既に盛んに行われていた。中国に法を求めてやって きた僧侶や留学生は、帰国の際に大量
な仏教の経典 と儒学の書籍を買って帰 ったばか りでな く、彫版印刷術をも持 って帰ったので
ある。朝鮮人は積極的に中国印刷術 を吸収 した上で、大量な中国典籍 と朝鮮人の著作を印刷
し、その上、印刷術を推進 し、世界最初の金属活字を発明 し、自分の印刷文化を形成した。
朝鮮での翻刻は、およそ十世紀の末に起源 したものである。『高麗史』の記載によると、中
国の典籍を最 も早 く刻印 したのは、朝鮮の靖宗八年(1042)に 刻印した 『両漢書』と 『唐書』。
その後靖宗十一年に 『礼記正義』と 『毛詩正義』を刻印 し、文宗十二年に 『黄帝八十一難経』、
『傷寒論』、『本草格要』などを刻印 した。これと同時に、朝鮮人自身の著作 も漢字で大量に刻
印され中国に入った。例えば 『高麗太祖至穆宗七代事跡」、『東国通覧』、『高麗史』等である。
高麗本が中国に現存 しているのは既に少ない。北京図書館 も200余 種しか所蔵 していな
い。雲南大学図書館 は115種 所蔵 し、量から言えば多い方である。これらの蔵書の中に、
一部は朝鮮で印刷 された中国の典籍、一部は朝鮮人の著作、また幾つかの抄本 もある。次に
詳 しく説明していこう。
1.朝 鮮で印刷 した中国の典籍
雲南大学図書館 に所蔵する朝鮮印中国の典籍は全部で20種 あり、全部活字本である。時
代が最 も早いのは 『自警篇』五巻、宋の趙善瞭著、康熙三年(1666)の 朝鮮活字本である。
この本は宋代人物の逸事を収録 したもので、学問、操修、斉家、接物、出処、事君、政事、
拾遺の八種類に分け られる。 また代表的な書物は例えば 『四書章句大全』三十二巻、宋の朱
熹著、朝鮮李朝純祖二十年(1820)の 内閣本、李士表の 「新添荘子十論」を附した 『句解南
華真経』十巻があ り、これは宋の林希逸が著した朝鮮活字本で、『四庫全書総 目』では 「荘子
口議十巻」として記録 している。『朱書百選』六巻は、宋の朱熹が著したもので、朝鮮李朝正
祖が定めた、正祖甲寅(1794)内 閣本である。 この本の目録の頁に 「奎章之宝」という印が
捺 され、奥頁に大 きな 「御定朱書百選」 と小さな 「甲寅内閣活印」の文字が隷書体で書かれ
ている。朝鮮王室から流失 した書籍である。
その他 に、館蔵する朝鮮の抄本 は、時代が早いのは 『歴代将鑑博議 』十巻、宋の戴渓著、
康熙三十年(1691)朝 鮮の抄本がある。版本の価値が高いのは 『評論出像水滸伝』二十巻七
十回があ り、明の施耐庵著、清の金聖嘆が点評 し、王望如が評語を付け加えた清中葉の朝鮮
の抄本である。 この本の表紙に 「百十伝」が題され、巻の端に 「評論出像水滸伝」 と題し、
巻末毎に王望如が付けた評語がある。これは恐 らく孫楷第編 『中国通俗小説書目』を謄写 し
た 「坊刊王望如加評本」であろう。この本は中国本土では目録 しか残 していない。
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2.朝 鮮印自国人の書籍
『高麗史』の記載によると、1091年 高麗の戸部尚書李資義等が北京 より帰国 した時、朝鮮
国王に次の ように報告 したという。「帝(北 宋の皇帝趙煦)は 我が国の書籍に好い本が多いと
聞 き、館伴書所に書 目を求めるよう命 じ、…凡そ一百二十八種」、合計5000巻 ぐらいだっ
た。これは朝鮮書籍印刷の多さと質の良さを語 ると同時に、十一世紀の末に朝鮮で印刷 した
書籍は既に大量に中国に流入したことをも意味する。
雲南大学図書館所蔵の高麗本の中に、朝鮮人の著作は95種 ある。年代がわ りと早 く、史
料 として価値の高いものは 『高麗史』一百三十七巻が挙げられる。これは朝鮮李朝鄭麟趾等
が勅命を受けて編集 したもので、明景泰二年(1451)の 活字本である。 この本は中国の紀伝
体史書の体裁を習い、913-1391年 間高麗王朝の歴史を記述 したものである。 この本は李朝世
宗三十一年(1449)年 に編纂 し始め、文宗元年(1451)に 完成 した。この本の最初の版本は
北朝鮮や韓国には残っておらず、中国には二部 しか残っていない。一部は上海図書館(破 損
あ り)に 所蔵 し、 もう一部は雲南大学図書館に所蔵 している(内 容が完全で抄本 もついてあ
る)。保存状態は良好で、印刷 も綺麗であるこの本から、高麗本の高度な印刷 レベルが窺える。
『国朝宝鑑』七巻は、朝鮮李朝申叔舟などが勅命を受けて編集したもので、明天順元年(1457)
の活字本である。申叔舟は鄭麟趾 と同 じく朝鮮李朝世宗時期の集賢殿学士であり、世宗はか
つて鄭麟趾 に太祖、太宗二朝の宝鑑を編集するよう命 じたが、完成 しなかったため、申叔舟
にこれを続けるように命じ、そ してこれを完成 した。この書の体裁は中国司馬光の 『資治通
鑑』に習い、編年体の方式で朝鮮李朝太祖、太宗、世宗と文宗の出来事を記述 した。この書
は十五世紀の朝鮮で甚だ大きな影響力 を持ち、数次にわたって再印刷 し、今 日に伝わったの
は30余 種の版本がある。『進饌儀軌』、『進宴儀軌』の二書は、朝鮮李朝高宗時代の王室刻本
である。1892年 、高宗李煕が即位 して30年 にあたり、全国で盛大な祝典が行われた。この
時に疏、樂、詩、文、儀、饌、賞、用 などの関係する文字を編集して書かれたものは 『進饌
儀軌』である。1901年 、李熙が満五十歳になり、 また祝典が行 われた。この時に編集 した も
のは 『進宴儀軌』である。この二書は共に朝鮮宮廷祝典儀式の規制 とその特色を反映した も
ので、その巻頭 『図式』に附 した挿 し絵は、生 き生きとして、上手 く刻されており、高麗刻
本の中に藝術性の高い珍品といっても過言ではない。
版本の角度か ら見 ると、この高麗本 には刻本13種 、鉛印9種 、石印1種 、抄本12種 、
活字本80種 余 りあ り、活字本の数量 は刻本を遙かに超えた。 これは中国の古籍状況と正反
対である。朝鮮人は中国に彫版印刷の技術を学んだだけではな く、畢昇の泥活字方法も身に
つけ、それを基本にして世界最初の金属活字を発明 した。大量印刷の活字本は高麗本の一大
特色である。朝鮮の本の印刷 は、その版式は中国の古籍 を真似 したものであるが、違うのは、
高麗本の書及び字体が比較的大 きく、使用 した紙の多 くは真っ白で丈夫な皮紙であり、その
印刷の出来のすばらしさは優れた紙質 と深 く関係するものである。高麗の皮紙は昔か ら中、
日の蔵書家に愛された。朝鮮の印書紀年は基本的に中国の紀年 を使用 し、李朝は完全に明代
の年号 を使っていた。明が滅ぼされてか らも習慣的に崇禎の年号を使い、清の年号は殆 ど使
わなかった。
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二、和刻本
刻本書が日本に現れたのは朝鮮に比べて少 し遅かった。記載 によると、 日本の寛治二年
(1088)に 印刷 した 『成唯識論』は日本の刻本書の最 も早いと確信されたものである。
日本の刻本書は中国刻本書に習ったり、或いは直接 に中国の刻本技師の指導で行われたも
のである。中には中国の仏教経典、儒学書 を翻刻することが多 く、 日本人の著述は極めて少
ない。後に、特 に明治維新以降は民族の精神文化が提 唱され、伝統漢学の書籍 も刻印される
が、 日本人の著作が多 くなり、刻印書籍の主流 となった。資本主義が発展 し、西洋の学問が
盛んになり、自然科学などの新 しい学問の書籍 も大量に現れた。
雲南大学図書館 に所蔵する和刻本は113種 あ り、中には和刻本漢籍は49種 、日本人が
著した漢文書籍は63種 、和刻本の朝鮮書籍は1種 あ り、次にそれぞれ詳 しく述べてい く。
1.和 刻本漢籍
雲南大学図書館所蔵の49種 の和刻本漢籍の内容は中国典籍のあらゆる分野に渉った。時
期の最も早いものは明の凌稚隆が著 した 『漢書評林』百巻で、 日本の明歴三年(1657)の 松
栢堂活字本である。その他のものは例えば中国本土には既に残っていない唐の魏征が編纂 し
た 『群書治要』五十巻があ り、この書は九世紀に日本に伝来 し、元和二年(1615)江 戸幕府
第一代大将軍徳川家康が金沢文庫本を基本に、銅活字で印刷することを命 じた 「駿河版」で
あ り、印刷の部数は51部 しかなく、家康の子弟に配ったという。後、天明元年(1781)尾
張家大納言宗睦は駿河版をもとに再び校正 を加え再版を果たした。「天明版」である。雲南大
学図書館 にあるのは、天明七年(1787)尾 張国刊行の印本である。 また唐の陸徳明が著した
『経典釈文』三十巻については、日本享和元年(1801)に 翻刻 した抱経堂重刻本がある。晋の
郭象が注釈 した 『郭注荘子』十巻については、天明三年(1783)の 刻本がある。清の王士禎
が著 した 『唐賢三昧集』の三巻については、文化七年(1810)の 刻本がある。また中国の叢
書をも印刷 していた。例えば宋人が編集 した日本東京松山堂の刻本 『「校訂」七書』は、厂孫
子」、「呉子」、「司馬法」、「尉繚子」、「三略」、「六韜」、「太宗」の7種 の兵書を収録 し、その巻
頭に 「世に出ている兵家の七書は、脱字、間違い等が多い。…この度刻印 した七書の正文は、
古今諸家の正本数部 を参考にし、歴代名賢の確実な説 を折衷 し、良い部分 を取 り、誤った部
分を除き、これ らを補足 した上、字画を端正にし、文章を読みやす くし、直ちに本来の様子
に修復 した」 と書いてある。 日本が中国の典籍 を刻印する場合、簡単な翻刻 に止まらずに、
校正 も綿密に行 き届 くところまで行ったことが ここか ら窺える。また例えば元人が編集 した
もので、 日本の大正三年(1914)に 京都帝国大学が元本を参照 して印刷 した 『覆元槧古今雑
記三十種』の場合、この本 に収録 した雑記の中に、明の蔵懋循の 『元曲選』に載せていない
のは17種 もある。載せているものでも、曲名が同じで、内容が異なり、または曲の数の違い
などはたくさんあ り、極めて高い参考価値 をもっている。 日本の狩野直喜は序 に次のように
述べた。「談曲家は 『霊鬼簿』、『太和正音譜』の諸書について、曲目を識するだけで、本書を
見ることはない。図 らず もこの書が今に出たのは藝林の快事ではなかろうか」 と。この本は
朱印本で、優雅鮮明な文字、均等な墨色か ら、初印本であることは窺える。
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2.日 本人の漢文書籍
雲南大学図書館 は63種 の 日本人著作 を所蔵してお り、最も注目すべ きものは日本の史書と
農、医学類の書籍である。史書では例 えば 『大 日本史亅、『増補 日本外史』、『日本政記雑記』、
『史鑑』等が挙げられる。江戸時代は日本の史学が最 も発達 した時期であ り、『大 日本史』は
その時期における日本史学の代表作である。この本は二百四十巻の他に補巻もあ り、源光国
が監修 し、源綱条が校正 した。『増補 日本外史』十六巻は、頼襄子が著 した もので、『史記』
の世家の体裁及び書 き方を習い、平氏、源氏、新田氏、足利氏、徳川氏等の事跡を記 し、各
氏の記録の前に系譜を加え、日本の将軍幕府盛衰 を研究 した重要な史籍である;『 史鑑」十
六巻は武元恒が著 したもので、編年体 を使って、史実を描 き、中国史書の風貌が窺える。農
医学類の書籍のなかでは、医書の年代が比較的に早 く、例えば丹波元簡が著した 『脈学輯要』
の三巻は、寛政七年(1795)江 戸万i籍堂の刻本であり、同じ年に刻印 したものとして丹波雅
忠が著 した 『医略鈔』 も挙げられる。『千金翼方』三十巻は、中国唐代の孫思遡が著 し、宋代
の林億等が校正 し、日本の文政十二年(1829)に 元大徳十一年の梅渓書院の刻本をもとに転
写 したものである。『華氏中蔵経』八巻は、日本の伊澤蘭軒が周錫璞の校正 した刻本ものをも
とに転写 した上、呉勉学の刻本を参考にして朱筆で校正を加えたものである。これについて
多田伊織女史が 「雲南香港訪書録」の調査報告において詳しい紹介をした(2)。農書の場合に
ついては、例えば佐藤信淵著の 『種樹園法』二巻、平野師応編集の 『製糸全書』四巻などは、
皆 日本の明治期にできたもので、明治維新の科学を提唱し、実用を重んじる精神を反映 した
ものである。
ここで特に話すべ き物は半井直澄編集の 『神職宝鑑』である。この本は上下二巻に分かれ、
上編は日本神社の建築構造、装飾及び配置器具、祭器、楽器について紹介 し、下編 は祭典、
神饌、祝詞、祭服、作法などについて詳 しく説明 し、文章の間に挿 し絵が配置され、線条流
暢で、本物のように描かれている。大部分の挿 し絵は多色の重ね刷 りで、日本の重ね刷 りの
技術が相当熟 した段階に至 っていることが窺える。 この本は明治三十二年(1899)に 印刷 し
た もので、明治維新後の日本は、西洋文化 を取 り入れると同時に、民族精神の提唱にも力を
入れたことの一側面が窺える。
また、雲南大学図書館 は和刻本の韓籍 も一部所蔵 している。これは十三世紀高麗麟角寺の
僧一然が編纂 した 『三国遺事』である。この本は漢文で書かれ、編年体の体裁を使い、古代
朝鮮三国が鼎立する時期の新羅、高句麗、百済の三国の歴史及び仏教の伝達状況を記録 した。
これは日本の大正十年(1921)京 都帝国大学文学部珂羅版の転写である。このほかに西洋の
翻訳書 も一部所蔵 しており、明治五年(1872)に 中村敬太郎が 日本語に翻訳 したイギリス人
ミルの 『自由之理』などが見られる。
館蔵の和刻本の中に、刻本が58種 、活字本が四種、活字印刷本が26種 、珂羅:版の写真製版
印刷が19種 、石版印刷が4種 、抄本2種 それぞれある。時代が下がるにつれて、活字印刷が
流行 り、石版印刷 と写真製版印刷は割付の便利さがあり、古法は既に跡が残 らない。和刻本
の様式は中国の古籍 と同じであるが、行間が緊密であること、字体が小さく、書は高麗本ほ
どゆった りしてお らず、大部分の書籍 には仮名や 日本語の発音がついていることは和刻本の
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一大特色といえるだろう。
三、安南本
雲南大学図書館が所蔵するベ トナムの刻本は2種 しかない。『大越史約』二巻、ベ トナムの
黄道成が著 した、成泰丙午年(1906)の 刻本 と、黄高啓が著した維新甲寅年(1914)の 刻本
である。この二書は共にベ トナムの史書である。『大越史約』は、刻印の質が悪 く、字体の大
きさは統一 していなく、行 間距離 も整然 としない。周囲の縁が緊密に繋がっていることや、
版心の魚尾と縁側の線が一体 していること、また版が断っている現象 などか ら、これは活字
本ではないことが判明で きる。『越史要』は刻印の質が良く、字体は典型的な清末の匠体であ
る。この二書は共に黄色い紙を表紙にし、装丁や様式は中国の刻本 と同じである。
以上雲南大学図書館が所蔵する外国の刻本 についての紹介を通 じて、次のことが言えるの
ではないかと思う。即ち朝鮮、日本、ベ トナム三国の印刷技術はそれぞれ直接に、或いは間
接に中国から伝来 したもので、それぞれの国において中国印刷技術の風貌を保つ上に、各国
それぞれの特色を形成 した。この千年余 り以来、文化史上独特で、且つ壮麗な景観 を見せ、
中 日、中朝、中越文化の相互影響 と受容を見せた。
この度 このシンポジウムに参加 し、雲南大学図書館所蔵の外国刻本の状況について紹介で
きることは、図書館としても、私個人にとっても光栄 なことである。学力不足の為、間違っ
た見解 も多々あるか と思 うけれども、会場の専門家にご指摘、ご意見をいただきたいと存ず
る。この報告で少 しでもご参考になることがあれば、私にとってはまことに喜ばしいことで
ある。
注
(1)王 宝平 『中国館蔵和刻本漢籍目録』、杭州大学出版社、1995年2月
(2)『 日本研究』第22集167-176頁
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昆明云南大学圏乖棺
坐落于中国云南省省会一一一四季如春 的昆明市翠湖公因畔的云南大学,是 一所綜合性大
学。学校成立于1922年12月8日,己 有近80年 的坊史。地 由当吋的云南省都督唐麩禿創
亦,命 名力"奈 陪大学",1923年4月20日 正式升学,故 把毎年的1Z天 定力校床彡己念 日。
1930年,奈 陪大学由私立改力省立,1934年 更名力省立云南大学,1938年 改力国立云南大
学。
云南大学團わ棺伴随着云南大学的涎生而 同世,現 藏需120万 余册 。以中国佑統雕版印
刷成需的銭装古籍需16万 余册,按 径 、史、子、集炎分,其 中列入 《全国善本禰忌 目》的
有256和,4千 余册,并 藏有数量相当的和刻本 、高萠本和安南本。
我棺入藏 的銭装古籍圏需,建 棺初期仮2万 余册,冂 美不全,善 本需更付 岡如.径 向北
京、上海 、杭州等地古籍需店逐年迭殉,并 在省内坊求私家藏需,使 棺藏銭装古籍需数量大
増,特 剔是1954年 全国院、校凋整,当 吋的貴州大学撤梢,其 藏需戈U旧四川大学和云南大
学。凋拔到我校圏需棺的銭装古籍迭5万 余册 。至此,棺 藏銭装古籍数量猛増,有 了宋 、元
旧刻,冂 美 自成体系,特 別是数量可規的外国刻本需,成 力我棺藏需的一大特色 。
坊史上,這 用中国雕版印刷木,并 用汲字模彷印刷中国典籍和本国人著述的国家,主 要
是朝鮮、日本和越南,因 而古籍版本学中出現 了"高 雨本"、"和 刻本"、"安 南本"等 外 国刻
本,形 成亜洲古代"双 字文化圏"。 迭些外国刻本的出現,力 各国文化友展史増添了新的内
容,促 迸 了中国与遠些国家的文化交流,加 深了双文化与末亜及奈北亜各民族的相互理解.
它从一个方面展現了中国古代文化的世界房史性意又,同 吋,中 国文化友展中的若干片断,
又依頼遠些文化典籍得以佑之后世。无槍从古籍版本学,込 是从中外文化交流史的角度,它
都具有不可忽視的地位和作用。
由于坊史的変迂、朝代的交替及其它原因,外 国刻本留存中国的数額不多,以 和刻本双
籍吉,全 国入藏仮三千余神 。① 云南大学圏祁棺有幸度藏外国刻本二百多秤,其 中高萠本
112和,和 刻本113和,安 南本2秤 。下面,就 云南大学圏帛棺藏作一些綜述分析,以 期看
出它イ1]和中国印本需的昇 同,并 从中了解中外文化的一些軌迹。
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一 、 高雨 本
朝鮮是最先佶入中国印刷木 的国家,早 在公元前二 、三世彡己,丙 国的文化交流就日益密
切,到 中国求法的和尚和留学的学生,在 他イ「]回国肘不仮呉走 了大批的佛径和儒需,也 把雕
版印刷木帯入朝鮮 。朝鮮人在枳扱吸收 中国印刷木的基朏上,不 仮雕印了大量的中国典籍和
朝鮮人 自己的著作,并 且推隊出新,創 造了世界最早 的金属活字,形 成了 自己的印刷文化 。
朝鮮刻弔,大 釣起源于十世彡己末,据 《高雨史》載,最 早刻印中国典籍大致是朝鮮靖宗
八年(1042)刻 成的 《丙双君》和 《唐需》,随 后,靖 宗十一年刻成 《礼氾正又》和 《毛侍
正又》,文 宗十二年刻成 《黄帝八十一ヌ隹径》、《彷寒洽》、《本草格要》等唱 。与此同吋,朝
鮮人 自己的著作也用双字大量刻印并佶入中国,如 《高雨太祖至穆宗七代事迹》、《奈国通筧》、
《高萠史》等。
高萠本在中国留存的己不太多,北 京圏需棺也仮i蔵200多 神,云 南大学圏君棺有ll5和,
其量相対而言是可規 的。JT些 藏需中,部 分是朝鮮 印中国典籍,部 分是朝鮮本国人著作,込
有几部抄本,分 別叙述如下3
1。 朝鮮印中国典籍
云南大学圏需棺藏朝鮮印中国典籍共20和,均 力活字本 。吋代最早的是 《自警編》五
巻、宋趨善瞭撰,康 熙三年(1666)朝 鮮活字本。垓帛江集宋人言行,分 力学向、操修 、芥
家、接物、出赴、事君、政事、拾遺八美 。較具代表性 的如 《四需章句大全》三十二巻,宋
朱熹原撰,朝 鮮李朝鈍祖二十年(1820)内 鬧本。《句解南隼真径》十・巻,附 李士表"新 添
庄子十i倉",宋 林希逸撰,朝 鮮活字本,《 四庠全帛忌 目》著彖力"庄 子 口,xti十・巻"。 《朱需
百迭 》六巻,宋 朱熹原撰,朝 鮮李朝正祖御定,正 祖 甲寅(1794)内 鬧本 。此需 目汞頁斡有
"奎 章之宝"大 印,内 扉頁刊"御 定朱有百迭"六 个隶需大字,"甲 寅内鬧活 印"六 小字,
当力朝鮮王室散佚之需。
男外,棺 藏几和朝鮮抄本,吋 代較早的是 《房代将筌博,xti》十巻,宋 戴溪撰,康 熙三十
年(1691)朝 鮮抄本 。版本价値高的是 《坪槍出像水滸 佑》二十巻七十 回,明 施耐庵撰,清
金呈吸坪点,王 望如加評,清 中叶朝鮮抄本.此 需封面題"百 十佑",巻 端題"評 愴出像水
滸佑",毎 巻巻末有王望如坪珸数条,估 汁就是誉抄弥楷第 《中国通俗小悦需 目》著彖的"坊
刊王望如坪本"。 此需中国本土只児著二汞,未 児其需。
2.朝 鮮印本国人需籍
据 《高萠史》載,公 元1091年 高雨戸部 尚需李資又等人从北京旧来,向 朝鮮国王扱告
悦、"帝(指 北宋皇帝趣煦)同 我国需籍多好本,命 棺伴乖所求需 目授之,… …凡一百二十
八和",共 汁5000巻 左右 。遠即反映了朝鮮印需之多且好,也 悦明了十一世彡己末朝鮮印唱 己
大量佑入 中国。
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云南大学圏需棺藏高萠本 中,朝 鮮人著作有95神 。年代較早,且 史料价値高的首推 《高
萠史》一百三十七巻,朝 鮮李朝邦麟趾等奉敕修,明 景泰二年(1451)活 字本 。本需彷中国
彡己佑体史需,滬 述公元913-1391年 囘高萠王朝的房史。此弔升始蝙撰于李朝世宗三十一年
(1449),文 宗元年(1451)完 成。i亥需的最早印本据悦在朝鮮和南韓均 己失佑,中 国境内
也仮存二部,一 藏于上海圏需棺(有 残缺),一 藏于云南大学圏需棺(内 容完整,有 抄配)。
垓需乖品寛朗,印 刷精美,高 雨本之印刷水平于此可児一斑 。《国朝宝筌》七巻,朝 鮮李朝
申叔舟等奉敕撰,明 天順元年(1457)活 字本。申叔舟与邦麟趾 同力朝鮮李朝世宗集賢殿学
士,世 宗曽命邦麟趾編太祖 、太宗兩朝宝筌未果,躾 命 申叔舟麩之,成 此需。体例彷 中国司
弓光著 《資治通筌》,用 蝙年体方式ZG述 朝鮮李朝太祖、太宗、世宗和文宗的史事 。垓需十
五世彡己在朝鮮 的影吶甚大,反 夏多次印刷,佶 至今者有30余 和版本。《迸撰侠軌》、《迸宴侠
軌》二杉,力 朝鮮李朝高宗吋的王室刻本 。1892年,高 宗李熙即位30年,全 国挙行盛大庚
典,同 吋緝疏 、牙、侍、文 、侠 、撰 、賞、用等相美文字成 《迸撰侠軌》;1901年,李 煕年
満五旬,又 挙行床典,緝 需力 《迸宴侠軌》。丙杉 皆是例行体例,反 映了朝鮮宮廷床典侠式
的規制和特色,其 需巻首 《圏式》所附插團,版 刻精 良,形 象生劫,不 失力高雨刻本中的芝
木珍品。
从版本的角度看,IZ批 高萠本有刻本13秤,鉛 印9秤,石 印1秤,抄 本12秤,活 字本
迭80多 和。活字本逸 比刻本多,7Z:与 中国古籍的情况正相反。朝鮮人不但 向中国人学刀了
雕版印刷木,込 掌握了単升的泥活字方法,在 此基石出上推NiJ`出新,声 生了世界最早的金属活
字,大 量撰印成需,活 字本成力高萠本的一大特色 。朝鮮印需,行 款版式均彷中国古籍,不
同的是高萠本需品及字体較大,需 紙多力皮紙,浩 白堅刧,其 印需之精美与紙的仇 良分不升,
因而高而皮紙坊来力中、 日藏需家喜愛。朝鮮 印需彡己年基本力中国彡己年,李 朝完全用明代年
号,明 亡后,刀 慣上用崇禎彡己年,很 少使用清代年号。
二 、和刻 本
刻本わ在 日本的出現略晩于朝鮮,据 載 日本寛治二年(1088)印 成的 《成唯iQi驕t 是 目
前 日本刻本需 中最早最可信的刻本。
日本刻需是在彷效中国刻本需和在 中国刻工的亶接幕助下升始的。早期以翻刻中国佛
径、儒需力多,日 本人著述扱少。到了后期,特 別是明治雉新后,倡 尋民族精神一‾7民族文化,
量然也刻印佳統扠学 的需籍,但 日本人著作的比重増大,成 力主尋。由于走資本主又的道路,
西学漸升,自 然科学等方面的新学有籍也大量的出現 。
云南大学圏需棺藏和刻本113和 。其 中和刻本双籍49秤,日 人汲文弔63和,和 刻本韓
籍1神,分 述于后。
1.和 刻本双籍
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棺藏49秤 和刻本汲籍渉及了中国典籍的各个 冂美 。吋代最早力明凌稚隆撰 《汲禰坪林》
一百巻 ,日 本 明房三年(1657)松 栢堂活字本 。其他的如,《 群乖治要》五十巻,力 唐代魏
征領街蝙纂,中 国本土早 己散失。此需于九世彡己佑入 日本,元 和二年(1615)江 戸幕府第一
代大将軍徳川家康授命以金澤文庠本力底本,以 銅活字排印,只 刊印51部,分 配其子僅各
楚,力"駿 河版"。 天明元年(1781)尾 張家大納言宗睦以駿河版力基朏,重 加校勘,再 版
梓行,力"天 明版"。 棺藏力天明七年(1787)尾 張国刊印本;唐 陪徳 明 《径典釋文》三十
巻,日 本享和元年(1801)翻 刻抱鍾堂重刻本;晋 郭象注 《郭注庄子》十巻,日 本天明三年
(1783)重 刻本;清 王士禎 《唐賢三昧集 》三巻,日 本文化七年(1810)刻 本 。ヌ隹能可貴的
是 印刷 了部分中国丞需,如 《(校汀)七 帛》,宋 岡名緝,日 本奈京松 山堂刻本,收"弥 子"、
"昊 子"、"司 弓法"、"尉 壕子"、"三 略"、"六 稻"、"太 宗"七 秤兵需,其 首日3"世 坏通行
兵家七需者,鹵 莽天裂衍脱齔鏐不力不多矣。……今所刻七需正文,盖 参考古今渚家正本数
部,且 折衷房代名賢礁槍的悦,采 美擇善,去 莠朴缺,而 令字画端正,句 棲晰然,頓 夏旧親".
因此可看出日本刻印中国典籍不仮仮是筒単的翻刻,其 校讎也甚力精到 。再如 《覆元槧古今
染氾三十和》,元 岡名輯,日 本大正三年(1914)京 都帝国大学据元本影印。此需所收染氾
明藏懋循 《元 曲逸》不載者迭十七和,即 使藏逸 己載者,折 数不同,曲 名同曲文昇,曲 数互
有牴牾,乃 至同曲中字句之昇同満紙皆是,有 扱高的参考价値。日本狩野苴喜在序中称:"淡
曲家于 《艮鬼簿》、《太和正音譜》渚需,仮1A曲 目,不 児本有 。不圏此需至今而出,皀 非芝
林快事"。 此需力朱印本,清 晰典雅,墨 色勾称,当 力初印本.
2.日 人双文杉
棺藏63和 日本人著作,最 引人注 目的是 日本史需和衣医美需 。史需如 《大 日本史》、《増
朴 日本外史》、《日本政氾朶'L,G》、《史筌》等。江戸 吋代是日本史学最笈迭的吋期,《 大 日本
史》是垓吋期 日本史学 的代表作,此 需二百四十巻又朴巻,源 光国修,源 鋼条校;《 増朴 日
本外史》十六巻,日 本頼襄子成撰。垓需彷 《史氾》世家体例及毟法,分 幣彡己平 氏、源氏、
新 田氏、足利 氏、徳川氏等事迹,与 各氏之首列譜系,是 研究 日本将軍幕府巣衰的重要史籍;
《史筌》十六巻,武 元恒撰,采 用編年体叙述史事,有 中国史弔之凩貌 。衣医美唱中,医 需
年代相対早些,如 、丹波元筒撰 《豚学輯要》三巻,日 本寛正七年(1795)江 戸万籍堂刻本,
同一年刻印的込有丹波雅忠撰 《医略鈔》。《千金翼方》三十巻,中 国唐代弥思,,.撰,宋 代林
イ乙等校正,日 本文政十二年(1829)据 元大徳十一年梅溪需院本影印。《隼氏中i蔵径》八巻,
日本伊洋圭軒 以周鯣瑛校刻本力底本影抄,并 参稽昊勉学刻本作朱筆批校。多 田伊鈬女士在
"云 南香港坊需汞"的 凋査扱告中作了洋鈿介鋸。② 至于衣需,如 《秤樹因法》二巻,佐 藤
信渊著言《制笙全帛》四巻,平 野師庄編輯等等,均 成有于 日本明治吋期,折 射出明治錐新
提倡科学、重実用 的精神。
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値得一提 的是 《神取宝`i`》一禰,日 本半井亘澄編輯:,分 力二巻,上 篇介招了日本神社
的建筑拮枸、装怖及凋度器具 、祭器及尓器,下 蝙就祭典、神饌、祝洞 、祭服、作法等方面
逐一作了悦明,行 文中配有相庄插圏,銭 条流暢,形 象逼真,大 部分力多色套印,悦 明日本
套印技木 己径相 当成熟 。此需印于明治三十二年(1899),反 映了明治雉新后 日本接受西方
文化的同吋,也 重祝民族精神的倡尋。
男外,棺 藏和刻本韓籍一部,力 十三世彡己高萠麟角寺僧一然撰 《三 国遺事》。垓部以双
文撰成,采 用編年体,氾 述古代朝鮮三 国鼎立吋期的新夢、高句萠、百,i一三国房史及佛教佑
布情况,力 日本大正十年(1921)京 都帝国大学文学部珂梦版影印本。翻悸西方作品一部,
力日本明治五年(1872)中 村静太郎用 日文澤英国弥尓撰 《自由之理》一需。
棺藏和刻本中,刻 本58秤,活 字本4秤,鉛 印本26和,珂 夢版影印19狆,石 印4神,
抄本2秤,肘 代漸迸,鉛 字凩行,石 印影印更便于11'排,古 法 己蕩然无存 。和刻本行款与中
国古籍同,惟 行款緊密、字体偏小、唱 品不及高雨本疏朗大方,絶 大部分需籍施以假名或 日
珸旗音,枸 成和刻本之一大特色。
三、安南本
云南大学圏需棺藏越南刻本仮丙秤。《大越史釣》二巻,越 南黄道成撰,成 泰丙午(1906)
刻本;《越史要》三巻,越 南黄高肩撰,推 新甲寅(1914)刻 本。二需均力越南史需,《大越
史釣》刻工較差,字 体大小不一,排 字行距不整芥,但 絶対不是活字本,因 四周迹槎衞接緊
密,版 心負尾与逸銭无隔断,且 有断版現象。《越史要》刻工較好,字 体力典型的晩清匠体。
二譌都以黄紙力封面,装 幀、款刻行款与中国刻需无昇。
綜合以上対棺藏外国刻本需的園述,我 伯可以悦朝鮮、日本和越南三国的印刷木都由中
国宜接或同接佑去,在 保持中国印刷木凩貌的基石出上,各 国又形成了各自的特色,千 余年来,
形成了文化史上一个独特而壮萠的景双,星 示了中日、中朝、中越文化之向的相互影吶、相
互交融。
能移参加如此盛会,宣 佶和掲示棺藏外国刻本弔的典藏情况,本 人幸甚!云 南大学圏需
棺幸甚。由于学枳有限,几 同不广,錯 俣在所唯免,有 望在座的寺家指拔教正。如果能在我
的友言中得到一点点宕示,本 人就感到万分的欣慰了。
謝謝!
注
①王宝平 《中国循藏和刻本双籍目景》,杭 州大学出版社,1995年2月
②兄 《日本研究》第22集167-176頁 。
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